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	応用
	抗原情報
	背景
	アポトーシスは細胞死の主要な形態であり、不要な細胞を除去する効率的なメカニズムであり、後生動物の発生と恒常性維持に極めて重要な役割を果たします。マウスにおいて、death inducer-obliterator-1遺伝子はアポトーシスシグナルによって活性化され、アポトーシスシグナルの活性化に伴い核へ移行する細胞質タンパク質をコードします。マウスのタンパク質を過剰発現させたところ、in vitroで増殖する細胞株にアポトーシスが誘導されました。この遺伝子はマウスの遺伝子と類似しているため、アポトーシスに関与していると考えられています。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物が見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：DIDO1の欠陥は骨髄性腫瘍の原因となる可能性があります。,機能：推定転写因子、過剰発現時に弱いアポトーシス促進性（類似性による）。腫瘍抑制因子。,類似性:PHD型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性:TFIIS中心ドメインを1つ含む。,細胞内局在:アポトーシス促進刺激後に核に移行する。,組織特異性:普遍的。,
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	-
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	DIDO1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DNL1 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000に希釈したDio-1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

